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0821 直営道路等管理事業 都市整備部 みち水路メンテナンス課 2

0821 道路維持管理事業 都市整備部 みち水路メンテナンス課 3

0821 カーブミラー整備事業 都市整備部 みち水路メンテナンス課 4

0822 汚泥最終処分事業 都市整備部 みち水路メンテナンス課 5

0822 直営河川水路管理事業 都市整備部 みち水路メンテナンス課 6
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課等名 担当G 連絡先

１.事業概要【Plan】

２．事業実施【Do】 会計 款 項 目

人役

３.事業評価（検証・改善）【Check・Action】

単位

目標

実績

件 達成率

目標

実績

㎡ 達成率

事業名
直営道路等管理事業

事業
性質

1-1:自治事務（実施規定なし）
事業
区分

1:直営
0821

令和8年度　松山市事務事業シート　（令和7年度実績分）

部局等名 都市整備部 みち水路メンテナンス課 総務担当 948-6471

政策【分野】 にぎわいと住みやすいまちをつなぐ【都市空間】 各種
計画
該当

総合計画(実施計画) 市長公約

政策別未来像 都会と田舎の住みやすさが共存している － －

目的・背景 【目的】市道の安全確保を図ることを目的とする。

対象・内容
【対象】市道及び市管理道路

【内容】簡易な舗装補修工事、土木工事、除草、側溝及び水路、路面の清掃等を実施する。

一般会計 土木費 道路橋梁費 道路橋梁維持費

施策 安全な都市基盤の整備 根拠
法令

道路法
主な取組 生活道路の適切な維持管理

2,901

予算
（千円）

事業費計 72,034 64,969 82,658

国費・県費

事業費／財源 令和6年度 令和7年度 令和8年度

主な
経費
(千円)
【R7
決算】

直営による市道等の維持
補修作業時の消耗品等

緊急維持作業に伴う交通
誘導業務の委託料

3,869
市債

その他 2,200 3,000 7,200 市道等の維持補修用資材
の原材料費

22,524
一般財源 69,834 61,969 75,458

決算
（千円）

事業費計 68,433 54,439

主な
取組
内容
【R7】

簡易な舗装補修工事、安全施設の設置、交
換、除草、側溝及び水路、路面の清掃など

国費・県費

市債

（執行率） 95% 84%

正規職員 18.0 18.0 17.0

その他 2,158 855

一般財源 66,275 53,584

特記
事項

その他 5.0 4.0 7.0

合計 23.0 22.0 24.0

令和9年度
（最終目標年度）

目標の達成又は未達成要因の分析
（令和7年度）目指す方向性

活動
指標

直営による維持補修
件数

‐ ‐ ‐ ‐

市道の適切な維持管理ができた。

種類
指標名

区分 令和6年度 令和7年度 令和8年度

活動
指標

直営による合材
補修面積

‐ ‐ ‐ ‐

2,105 1,989

現状維持 ‐ ‐

市道の適切な維持管理ができた。10,887 8,203

現状維持 ‐ ‐

市道の安全確保の向上を図るには不可欠な
事業であるため。

事業
評価

評価 期待した成果をあげることができた。

理由 道路パトロールによる巡回や市民等からの通報に対して、迅速に対応することにより市道の安全確保を図ることができたため。

課題 特に無し
今後の
方向性

現行のまま継続
左記の
理由

2



課等名 担当G 連絡先

１.事業概要【Plan】

２．事業実施【Do】 会計 款 項 目

人役

３.事業評価（検証・改善）【Check・Action】

単位

目標

実績

本 達成率

目標

実績

達成率

事業名
道路維持管理事業

事業
性質

1-1:自治事務（実施規定なし）
事業
区分

2:委託
0821

令和8年度　松山市事務事業シート　（令和7年度実績分）

部局等名 都市整備部 みち水路メンテナンス課 道路担当 948-6471

政策【分野】 にぎわいと住みやすいまちをつなぐ【都市空間】 各種
計画
該当

総合計画(実施計画) 市長公約

政策別未来像 都会と田舎の住みやすさが共存している － －

目的・背景

【目的】道路利用者が安全かつ快適に通行できる道路環境を確保する。

【背景】路面や街路樹等は、経年劣化や損傷、樹木の成長等により、通行の安全性や快適性に支障を及ぼすおそれがあることから、継続的かつ適
切に維持管理する必要がある。

対象・内容
【対象】市が管理する道路及び街路樹等。

【内容】路面、街路樹等の維持管理を適切に行う。

一般会計 土木費 道路橋梁費 道路橋梁維持費

施策 安全な都市基盤の整備 根拠
法令

道路法
主な取組 生活道路の適切な維持管理

105,189

予算
（千円）

事業費計 211,425 233,261 236,673

国費・県費 .

事業費／財源 令和6年度 令和7年度 令和8年度

主な
経費
(千円)
【R7
決算】

街路樹管理、草刈、清掃
の委託料

道路の補修工事 82,159
市債

その他

一般財源 211,425 233,261

決算
（千円）

事業費計 204,648 190,895

主な
取組
内容
【R7】

街路樹やフラワーロードの草花等を適切に管
理することで快適な路上空間の確保に努め
た。

国費・県費 1,020

市債

（執行率） 97% 82%

正規職員 3.0 3.0 3.0

その他

一般財源 203,628 190,895

特記
事項

その他

合計 3.0 3.0 3.0

令和9年度
（最終目標年度）

目標の達成又は未達成要因の分析
（令和7年度）目指す方向性

活動
指標

街路樹（高木）の
管理総数

‐ ‐ ‐ ‐

適切に管理できた。

種類
指標名

区分 令和6年度 令和7年度 令和8年度

6,611 6,480

現状維持 ‐ ‐

市道の安全確保の向上を図るには不可欠な事
業であるため。

事業
評価

評価 期待した成果をあげることができた。

理由 道路や街路樹等を適切に維持管理することができた。

課題 特に無し
今後の
方向性

現行のまま継続
左記の
理由
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課等名 担当G 連絡先

１.事業概要【Plan】

２．事業実施【Do】 会計 款 項 目

人役

３.事業評価（検証・改善）【Check・Action】

単位

目標

実績

本 達成率

目標

実績

達成率

現状維持

今後の
方向性

現行のまま継続
左記の
理由

評価

理由

期待した成果をあげることができた。

カーブミラーを設置し、適切に管理することにより、交通事故の防止と交通の円滑化が図れた。

事業
評価

市道の安全確保の向上を図るには不可欠
な事業であるため。

課題

カーブミラーの管理総数

‐

指標名

根拠
法令

合計 0.5

事業費／財源

目指す方向性

－

特に無し

目標の達成又は未達成要因の分析
（令和7年度）

令和6年度 令和7年度 令和8年度 令和9年度
（最終目標年度）

0.5

9,600

‐

‐ ‐ ‐

9,719

その他

安全な都市基盤の整備

令和8年度　松山市事務事業シート　（令和7年度実績分）

部局等名

－

カーブミラーの新設等の
工事請負費

948-6471道路担当

国費・県費

令和8年度

18,000

事業名

0821
1-4:自治事務（義務規定あり） 4:工事（工事に伴う設計委託含む）カーブミラー整備事業

事業
性質

事業
区分

【対象】交通安全上、カーブミラーの整備が必要な市道の交差点等。

【内容】交通安全上必要な箇所について、カーブミラーの新設や補修を行う。

道路橋梁費

令和6年度

予算
（千円）

事業費計

一般財源

その他

対象・内容

各種
計画
該当

市債

国費・県費

市債

17,987 17,774

18,000 18,000

決算
（千円）

（執行率）

目的・背景

政策【分野】

政策別未来像

施策

主な取組

都会と田舎の住みやすさが共存している

生活道路の適切な維持管理
道路法

15,719

交通安全施設等
整備事業費

一般会計 土木費

【目的】
交通事故の防止を図り、安全かつ円滑な道路交通環境を確保する。
【背景】
見通しの悪い交差点や通学路など、交通事故の発生や通行上の危険が懸念される箇所について、道路利用者の安全を確保するための交通安
全対策が必要である。

99%

にぎわいと住みやすいまちをつなぐ【都市空間】 総合計画(実施計画) 市長公約

カーブミラーを適切に管理することができ
た。

‐

18,000 18,000

0.5

区分

0.5

0.5

特記
事項

主な
経費
(千円)
【R7
決算】

種類

令和7年度

都市整備部 みち水路メンテナンス課

活動
指標

事業費計

その他

一般財源 17,987 17,774

主な
取組
内容
【R7】

カーブミラーの設置や補修

正規職員 0.5

100%

4



課等名 担当G 連絡先

１.事業概要【Plan】

２．事業実施【Do】 会計 款 項 目

人役

３.事業評価（検証・改善）【Check・Action】

単位

目標

実績

　㎥ 達成率

目標

実績

達成率

事業名
汚泥最終処分事業

事業
性質

1-1:自治事務（実施規定なし）
事業
区分

2:委託
0822

令和8年度　松山市事務事業シート　（令和7年度実績分）

部局等名 都市整備部 みち水路メンテナンス課 河川担当 948-6471

政策【分野】 にぎわいと住みやすいまちをつなぐ【都市空間】 各種
計画
該当

総合計画(実施計画) 市長公約

政策別未来像 都会と田舎の住みやすさが共存している － －

目的・背景

【目的】下水排水路の機能を確保し、浸水や悪臭の発生を防止することで、良好な生活環境の維持を図る。

【背景】下水排水路に汚泥等が堆積すると、流下能力の低下や悪臭の発生につながるおそれがあるため、排水機能を維持するために継続的な汚
泥の除去・処分が必要である。

対象・内容
【対象】町内会・土地改良区等及び市が下水排水路から除去・洗浄した汚泥。

【内容】町内会・土地改良区等及び市が下水排水路からが除去・洗浄した汚泥について、運搬及び処分業務を委託する。

一般会計 土木費 河川費 下水排水路費

施策 安全な都市基盤の整備 根拠
法令

下水道法
主な取組 災害に強い都市基盤・施設の整備

66,652

予算
（千円）

事業費計 88,354 88,202 87,557

国費・県費

事業費／財源 令和6年度 令和7年度 令和8年度

主な
経費
(千円)
【R7
決算】

汚染の処分委託料

汚泥運搬車の借上げ費用 10,814
市債

その他

一般財源 88,354 88,202

決算
（千円）

事業費計 70,900 77,520

主な
取組
内容
【R7】

町内会・土地改良区等及び松山市が除去・洗
浄した汚泥の処分を最終処分場に委託。

国費・県費

市債

（執行率） 80% 88%

正規職員 0.1 0.1 0.1

その他

一般財源 70,900 77,520

特記
事項

その他 0.1 0.1 0.1

合計 0.2 0.2 0.2

令和9年度
（最終目標年度）

目標の達成又は未達成要因の分析
（令和7年度）目指す方向性

活動
指標

下水排水路の維持管理
（汚泥処分量）

‐ ‐ ‐ ‐
下水排水路の機能を保持し、浸水・悪臭等の
防止を図り生活環境の保全向上を図ること
ができた。

種類
指標名

区分 令和6年度 令和7年度 令和8年度

2,406 2,526

現状維持 ‐ ‐

市道の安全確保の向上を図るには不可欠な
事業であるため。

事業
評価

評価 期待した成果をあげることができた。

理由 事業全体を通して、浸水被害の軽減に貢献できたため。

課題 特に無し
今後の
方向性

現行のまま継続
左記の
理由
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課等名 担当G 連絡先

１.事業概要【Plan】

２．事業実施【Do】 会計 款 項 目

人役

３.事業評価（検証・改善）【Check・Action】

単位

目標

実績

件 達成率

目標

実績

達成率

事業名
直営河川水路管理事業

事業
性質

1-1:自治事務（実施規定なし）
事業
区分

1:直営
0822

令和8年度　松山市事務事業シート　（令和7年度実績分）

部局等名 都市整備部 みち水路メンテナンス課 河川担当 948-6471

政策【分野】 にぎわいと住みやすいまちをつなぐ【都市空間】 各種
計画
該当

総合計画(実施計画) 市長公約

政策別未来像 都会と田舎の住みやすさが共存している － －

目的・背景 【目的】下水排水路の機能を保持し、浸水・悪臭等の防止を図り生活環境の保全向上を図ることを目的とする。

対象・内容
【対象】市が管理する下水排水路及びその附帯施設。

【内容】市内の下水排水路について、洗浄・浚渫・詰り抜き・陥没補修・マンホール蓋維持修繕等を実施する。

一般会計 土木費 河川費 下水排水路費

施策 安全な都市基盤の整備 根拠
法令主な取組 災害に強い都市基盤・施設の整備

3,837

予算
（千円）

事業費計 17,046 17,046 43,882

国費・県費

事業費／財源 令和6年度 令和7年度 令和8年度

主な
経費
(千円)
【R7
決算】

下水排水路の維持補修用
資材の原材料費

汚泥吸排車等作業用車両
の燃料費

2,461
市債

その他 河川管理道等の草刈への
委託料

2,339
一般財源 17,046 17,046

決算
（千円）

事業費計 16,409 14,203

主な
取組
内容
【R7】

洗浄・浚渫・詰り抜き・陥没補修・マンホール
蓋維持修繕等

国費・県費

市債

（執行率） 96% 83%

正規職員 17.0 15.0 14.0

その他

一般財源 16,409 14,203

特記
事項

その他 7.0 9.0 9.0

合計 24.0 24.0 23.0

令和9年度
（最終目標年度）

目標の達成又は未達成要因の分析
（令和7年度）目指す方向性

活動
指標

下水排水路の維持管理
（汚泥回収の件数）

‐ ‐ ‐ ‐
下水排水路の洗浄や浚渫を実施することに
より悪臭等の防止を図り生活環境の保全向
上を図ることができた。

種類
指標名

区分 令和6年度 令和7年度 令和8年度

218 202

現状維持 ‐ ‐

市道の安全確保の向上を図るには不可欠
な事業であるため。

事業
評価

評価 期待した成果をあげることができた。

理由
市民等からの通報に対しても迅速に対応することにより、下水排水路の機能を保持し、浸水・悪臭等の防止を図り生活環境の保全向
上を図ることができた。

課題 特に無し
今後の
方向性

現行のまま継続
左記の
理由
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